
金
滞
古
蹟
志
巻
廿

λ

ふ
に
大
藩
の
諸
士
、
明
治
陵
藩
置
鯨
の
際
、
奮
藩
三
百
年
来
家
織
に

掠
っ
て
安
眠
せ
し
が
、
俄
に
活
計
の
術
を
失
ふ
と
い
へ

E
も
、
濁
り

不
破
氏
は
予
v
今
依
然
と
し
て
、
組
先
以
来
の
居
邸
に
安
眠
す
る
も

の
、
活
計
の
術
に
長
宇
と
は
い
へ

E
.
そ
の
さ
き
利
常
卿
の
思
分
も

あ
る
た
る
べ
し
。

。
倖
八
矢
邸
跡

彦
三
一
番
丁
洩
野
川
小
橋
の
近
漣
な
り
。
有
滞
武
貞
の
金
滞
細
見
回

鵠
に
い
ふ
。
小
橋
の
縮
り
の
震
に
一
伴
八
矢
屋
敷
を
此
地
に
賜
ふ
と
。

=
一
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
も
、
覚
永
十
二
年
の
悶
践
に
町
制
大
に
改

る
時
、
演
野
川
大
橋
の
銀
の
箆
め
久
保
市
乙
剣
枇
跡
に
西
尾
隼
人
長

昌
第
を
置
き
、
小
橋
の
銀
の
錆
め
伴
八
矢
の
第
を
置
き
、
東
本
願
寺

末
寺
の
銀
の
需
め
に
永
原
左
衛
門
を
置
か
る
L
事
、
此
割
合
皆
此
時

に
在
り
と
い
へ
り
。

。
伴
八
矢
長
之
億

伴
氏
は
、
本
国
近
江
に

τ
、
共
の
組
を
伴
無
理
兵
衛
と
一
一
ひ
、
織
田

ハ
宋
e
n
E
促
沼
田
目
白
骨
三
ム
、
v

信
長
公
に
奉
仕
す
。
三
子
あ
り
。
長
男
無
理
兵
衛
と
稽
し
、
慶
長
四

年
兄
と
共
に
利
長
卿
に
仕
へ
た
り
。
三
男
八
矢
長
之
も
ま
た
兄
と
同

じ
く
利
長
卿
に
仕
へ
‘
兄
弟
三
人
同
時
に
奉
仕
す
る
中
に
も
、
八
矢

茶
を
呉
れ
候
へ
と
見
返
り
、
そ
と
っ
た
男
、
先
か
ら
火
が
落
ち
て
腰

骨
が
燃
ゆ
る
が
、
何
を
見
て
居
る
ぞ
と
被
v
申
け
れ
ば
、
若
侍
肝
を
消

し
‘
周
章
て
も
み
消
し
け
り
。
八
矢
打
笑
ひ
、
軍
明
に
聞
き
と
れ
た

る
は
殊
勝
な
れ
ど
も
‘
夫
程
う
ろ
た
へ
て
は
嬉
し
か
ら
宇
と
い
う

て
.
一
言
も
泌
る
色
た
か
り
し
と
也
o

武
勇
民
心
ざ
し
深
き
者
は
、

常
に
先
悟
し
て
物
毎
に
さ
わ
ぐ
事
た
し
。
是
併
の
事
な
れ
ど
も
、
し

ほ
ら
し
き
心
入
也
。
灸
友
ど
は
固
ら
や
落
つ
る
物
ぞ
と
思
慮
し
け
る

に
や
。
縦
不
v
騒
と
も
、
共
き
は
に
案
内
し
て
、
火
も
と
ら
す
ぺ
き
物

な
れ
ど
も
、
附
の
中
な
れ
ば
静
に
共
事
終
り
て
、
か
く
と
云
ひ
け
る

も
い
と
ど
と
L
ち
よ
し
。
昔
頼
朝
の
御
前
に
て
、
提
に
熱
湯
の
沸
き

か
へ
り
た
る
・
を
入
れ
‘
共
の
湯
を
乞
は
れ
け
れ
ば
、
捕
の
御
曹
司
不

問
立
ち
て
、
提
に
手
を
懸
給
へ
ば
‘
か
た
の
如
く
焼
け
た
り
。
範
額

は
っ
と
い
う
て
手
を
放
し
給
ひ
し
と
也
。
そ
の
後
ま
た
如
v
斯
に
認
め

て
識
経
に
そ
の
湯
と
額
朝
宜
ひ
け
る
に
、
九
郎
長
り
て
彼
提
を
む
づ

と
取
り
、
少
し
も
動
か
さ
宇
御
湯
参
ら
せ
ら
れ
し
と
也
。
共
後
佐
殿
、

此
次
第
を
梶
原
に
御
哨
あ
り
て
、
有
も
九
郎
は
い
ぶ
せ
き
男
た
り
と

舌
を
巻
き
宜
ひ
し
と
な
り
。
兄
弟
と
い
へ
ど
も
、
共
道
に
志
の
深
き

と
洩
き
に
て
、
少
し
の
所
も
悶
臆
の
た
す
蕗
た
り
と
ぞ
。
伴
八
矢
が

金
揮
官
康
志
巷
廿
八

..... ，、

は
度
々
・
加
恩
K
預
り
、
四
千
五
百
石
賜
は
り
、
人
持
組
と
成
り
、
明

暦
元
年
宛
寸
。
共
の
子
二
子
あ
り
。
長
男
雅
楽
助
、
後
八
矢
と
稀
す
。

新
知
千
石
賜
は
り
、
父
の
遺
知
共
五
千
五
百
石
を
領
し
、
共
の
子
源

八
後
八
矢
と
稀
す
。
五
千
石
を
領
し
、
五
百
石
は
弟
数
馬
民
配
分
す
。

是
よ
り
後
子
孫
世
々
五
千
石
を
家
織
と
す
。
一
容
に
云
ふ
。
闘
今
回
肌
合

戦
の
時
、
加
州
よ
り
伴
八
矢
と
て
.
十
五
歳
怠
る
を
使
者
と
た
し
出

さ
れ
た
り
。
松
平
伊
豆
守
備
の
前
を
、
馬
上
に
て
い
か
に
も
静
々
と

通
り
け
る
底
、
瓦
州
見

τ、
彼
は
加
資
家
の
若
者
也
と
て
、
使
者
を

以
て
、
陣
中
飛
道
具
多
く
‘
左
様
に
静
か
に
衆
被
v

申
候
て
は
怪
我

可
v
有
。
随
分
念
ぎ
被
v
申
可
v
然
哉
と
被
昌
申
入
吋
八
矢
承
り
.
甲
を
白

ぎ
‘
御
心
添
之
段
近
頃
恭
し
と
返
答
し
、
猶
以
て
前
方
よ
り
は
一
き

は
静
か
に
遇
り
け
り
。
豆
州
被
v
見
、
天
晴
能
き
勇
士
也
と
被
v
感
し

と
也
。
ま
た
混
見
摘
お
に
云
ふ
。
伴
八
矢
は
発
の
侍
也
。
或
時
傍
軍

安
見
隠
岐
方
に
て
灸
を
設
し
け
る
に
、
互
に
武
功
の
勇
士
た
れ
ば
.

古
き
箪
物
語
り
武
道
の
食
議
共
注
し
け
る
に
、
灸
を
す
ゆ
る
若
侍
‘

此
物
語
を
面
白
く
訟
も
ひ
も
灸
所
を
不
v
守
、
う
か
と
噌
を
聞
い
て
灸

の
落
ち
た
る
を
不
v
知
。
切
灸
の
し
た
L
か
た
る
が
落
ち
て
、
腰
骨
に

燃
付
き
、
煙
立
っ
て
不
弘
問
。
八
矢
少
し
も
不
h
h幹
也
。
哨
終
り
て
‘

灸
火
に
て
腰
骨
の
燃
け
h

る
を
地
へ
忍
び
け
る
も
‘
金
く
勇
心
の
た

す
鹿
に
て
.
剛
臆
の
程
是
ら
に
て
知
ら
れ
け
り
。
と
い
へ
り
。
昔
の

勇
士
是
等
に
て
知
る
ぺ
し
。

O
元
山
伏
観
行
寺

元
修
験
荻
に

τ、
腕
行
院
と
精
し
‘
越
中
園
磁
波
郡
今
石
助
に
従
来

居
住
せ
し
慮
.
俊
膝
の
頃
金
禅
へ
出
で
、
並
木
町
稲
荷
天
道
寺
に
寄

留
し
、
明
治
維
新
の
初
め
伴
氏
の
元
邸
地
を
申
鯖
け
、
愛
に
移
り
、

観
行
寺
と
改
稿
す
。
延
寅
二
年
由
来
書
に
、
大
納
言
利
家
卿
尾
張
御

在
住
之
時
分
よ
り
、
阻
父
航
行
院
新
勝
所
に
一
歩
仰
付
吋
夫
よ
り
越
中

守
山
・
金
源
御
城
迄
被
v
震
昌
召
速
一
吉
左
右
之
者
と
御
意
に
て
、
大
峰

御
代
入
時
毎
年
被
=
仰
付
言
穴
後
大
坂
陣
中
へ
も
御
矢
遠
の
札
守
被
昌
仰

付
一
一
持
参
指
上
。
守
山
に
て
も
蛍
地
に
て
も
大
分
之
屋
敷
被
v

下
。
則

利
長
卿
・
利
光
卿
御
析
機
所
に
被
=
仰
付
-
御
書
、
井
老
中
よ
り
折
紙
所

持
仕
る
。
と
記
載
せ
り
。
さ
て
明
治
五
年
九
月
修
験
宗
自
今
陵
止
せ

ら
れ
、
本
山
・
営
山
・
初
黒
汲
共
従
来
の
本
寺
所
轄
の
健
、
天
台
・
提
言

の
雨
本
宗
へ
蹄
入
被
-
-
仰
付
-
回
目
御
建
相
成
に
付
て
、
此
の
時
よ
り
・
観

行
寺
は
提
言
宗
へ
蹄
入
し

τ、
民
言
の
寺
院
と
注
し
、
・
次
い
で
卯
辰

山
元
観
音
院
の
坂
下
に
あ
り
し
不
動
掌
の
石
像
を
袋
に
移
し
て
、
寺

七




